
まずゆずり、車間距離にもこころにも。 (55年交通安全年間スロ ガンより)
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f¥  
議会の動き

¥ー/

中
央
線

径
二
回
定
例
町
議
会

は
九
月
二
十
五

二

十

六
日
の
二
日
間
聞
か
札
、

一
般
金
納
正
予
却
な
ど
議
案
さ
一
円

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と

は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
〉
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
九
百
二
十

万
七
千
同
が
追
加
さ
れ
‘
子
斜
総
領
は

~ 十
月
一
日
か
ら
次
町
よ
う
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
(
カ
y
コ
内
は
改
定
前
向
額
)

マ
町
長
五
十
四
万
円
(
四
十
八
万

円
)
V
助
役
四
十
三
万
円
(
三
十
八

万
円
)
マ
収
入
役
及
び
教
育
長
三
十

八
万
問
(
三
十
四
万
巴
マ
替
E
1
T

五
万
円
(
十
三
万
五
千
円
)
マ
刷
機
長

十
一
万
七
千
円
(
十
万
五
千
円
)
マ
常

任
委
員
長

十
万
七
千
円
(
九
万
六
千

円
)
マ
議
貝
十
万
円
(
九
万
円

)
1

以
上
月
額

マ
牒
業
委
貝
会
長
二
士
育
問
(
二

十
万
円
)
マ
同
代
理
二
十
万
円
(
十

八
万
問
)
マ
問
委
貝
十
九
万
円

(十

七
万
円
)
マ
数
育
委
頁
会
委
貝
長
二

十
万
円
(
十
八
万
五
千
円
)
V
同
副
委

只
長
十
九
万
円
(
十
七
万
円
)
マ
同

委
員
十
八
万
円
(
十
六
万
円
)
マ
選

挙
一
管
理
委
只
長
十
二
万
同
(
九
万
五

千
円
)
マ
問
委
日
十
万
円

(八
万
円
)

マ
民
生
協
力
総
務
委
只
九
万
円
(
八

万
円
)
マ
問
委
員
八
万
円
(
七
万
円
)

マ
監
査
委
員
l
学
識
経
験
者
一

一
十
万

円
(
十
八
万
円
)
マ
伺
襲
五
選
出
者

十
八
万
円
(
十
五
万
円
)
M
H
以
上
年
額

マ
そ
の
他
的
委
貝
長
又
は
会
長
五
千

六
百
円

(五
千
円
)
マ
同
削
委
貝
長
又

は
副
会
長
五
千
問
(
四
千
四
百
円
)
マ

同
委
員
四
千
五
百
円
(
四
千
円

)
1

以
上
日
額

。
特
別
職
期
末
手
当
の
改
正

町
三
役
、
教
育
長
、
町
識
の
年
問
、

給
料
、
報
酬
月
額
町
四

・
九
カ
月
分
が

支
給
さ
れ
て
い
る
期
末
手
当
を
三

・
八

街
路
舗
装
事
業

般
会
計
七
千
九
百
万
円
を
追
加

三
十
五
億
五
千
五
百
四
十
四
万
七
千
四

に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
総
務
質
で

は
教
民
住
毛
外
用
地
購
入
山
口
に
七
百
八

十
四
万
五
千
円
、
町
有
住
宅
解
体
補
修

工
事
告
に
六
十
八
万
円
、
衛
生
費
で
は

稲
穂
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
測
門
調
査

委
託
料
に
百
五
十
万
円
、
稲
穂
地
区
飲

料
水
供
給
施
設
さ
く
井
工
事
に
二
百
万

円

2町
簡
劫
水
道
特
別
会
計
繰
出

金
に
百
二
十
三
万
四
千
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
て

ん
菜
品
質
向
上
対
策
事
業
補

助
金
に
二
百
五
十
八
万
六
千

円
、
燥
地
流
動
化
奨
励
金
に

六
十

一
万
三
千
円
、
土
壊
改

良
事
業
補
助
金
に
八
十
八
万

九
千
円
、
利
別
川
流
域
敷
地

取
得
促
進
期
成
会
交
付
金
に

十
五
万
円
、
霜
害
予
防
対
策

負
担
金
に
九
十
万
円
白
石
・

金
原
地
区
新
農
業
桝
造
改
普

計
画
樹
立
現
業
開
設
設
計
委

託
料
に
亘
ニ
十
六
万
四
千
円
、

自
給
飼
料
生
産
向
上
特
別
対

完建 t

;去築
町本 I

国体 }

{呆一
病 ーL

院事 I

カ
月
分
に
引
下
げ
る
こ
と
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

決
算
の
認
定
は

特
別
委
員
会
に
付
記

昭
和
五
十
四
年
度
今
金
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
釘
認
定
は
特
別
委
只
会
に
付

託
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
合

、p'e宵
門
盲
目

n

〈
言
庫「州民

業
の
危
機
打
開
に
関
す
る
紡
断
」

が
採
択
さ
れ
、
町
誠
会
か
ら
関
係
機
関

に
対
し
提
出
さ
れ
ま
L
P
Me

〈
〉
一
般
質
問

四
議
貝
か
ら
①
今
金
中
学
校
移
転
に

伴
う
跡
地
利
用
は

H
市
街
地
発
展
に
伴

う
公
住
の
団
地
化
と
管
理
指
導

②
農
業
行
政
に
つ
い
て
付
急
変
す
る
農

業
情
勢
的
中
で
の
農
林
楳
と
農
地
開
発

際
的
統
合
同
聞
場
艶
州
事
業
内
通
年
施

行
に
よ
る
転
作
拾
滋
③
土
地
開
発
公
社

に
よ
る
分
譲
宅
地
の
造
成
は
ど
う
か
④

明
治
乳
業
の
跡
地
利
用

H
工
業
誘
致
的

見
通
し
な
い
現
在
、
就
業
人
口
を
増
す

ね
ら
い
か
ら
町
営
の
工
場
を
考
え
て
は

⑤
体
育
館
町
利
用
に
よ
る
杷
渦
児
に
対

す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
安
A
盟国
川川
誌

の

老
人
に
対
す
る
無
料
開
放
は
⑦
病
院
改

築
に
よ
る
職
員
の
定
数
条
例
的
改
正
の

考
え
は
受
益
小
学
校
内
教
室
開
明
帯

具
の
明
設
草
山
国
町
立
幼
稚
園
の
減
免
規
則

的
改
正
H
現
在
的
月
額
減
免
額
二
千
円

を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
な
ど
‘
発

言
内
内
容
は
「
議
会
だ
よ
り
」
で
。

費
な
ど

第 3固定

例町議会

策
卒
業
補
助
金
に
四
百
六
十
四
万
六
千

円
、
パ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
導
入
事
業
補
助

金
二
十
五
万
、
団
代
地
区
農
地
同
発
事

業
負
担
金
に
三
百
万
円
。

土
木
曲
目
で
は
、
グ
レ
ー
ダ
ー
購
入
費

に
七
十
一
万
円
、
白
回
線
測
量
委
託
一
費

に
五
十
万
円
、
南
朱
昇
線
道
路
改
良
工

事
外
に
百
八
十
一
万
円
、
盟
国
線
道
路

用
地
購
入
山
口
に
百
七
十

一
万
円
、
納
町

ι

六
帥
問
料
物
件
補
償
に
百
五
十
万
円
、

中
央
一通
り
線
街
路
舗
誕
工
事
外
に
二
千

五
百
十
六
万
二
千
円
、
公
営
住
宅
入
居

者
移
転
補
償
資
に
五
十
六
万
二
千
円
。

教
育
費
で
は
中
学
校
体
育
大
会
派
遣

貨
に
九
十
七
万
五
千
円
、
要
単
安
保
後

生
鋒
腕
学
援
助
資
に
五
十
万
五
千
円
、

統
ム
晶
半
校
現
境
務
備
工
事
外
に
一
千

六
百
万
問
、
官
少
年
会
館
崖
総
辞
替
工

事
外
に
百
二
十
万
円
主
ど
と
な

っ
て
い

ま
す
。

ま
た
新
農
業
培
技
普
卒
業
計
画
樹

立
押
稀
助
金
二
百
六
十
四
万
円
、

八
東

地
区
ほ
場
幣
備
事
業
背
負
畑
山
金
六
百
十

四
方
向
、
神
丘
六
仙

mM抑
制
五
委
託
料
三

百
七
十
万
円
、
位
回
線
物
件
補
償
資
百

五
十
一
万
五
千
円
が
減
傾
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
地
方
交
付
税
二

千
七
百
九
十
六
万
五
千
円
、
町
税
二
千

百
五
十
八
万
円
、
国
型
文
出
金
一
千
百

(2 ) 

三
十
三
万
三
千
円
、
逃
支
出
金
ハ
百
七

十
七
万
五
千
円
、
分
担
令
払
ぴ
負
抱
金

三
百
六
十
八
万
二
千
問
、
諸
収
入
九
百

七
万
五
千
円
、
財
産
収
入
三
十
九
万
七

千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
え

。
特
別
会
計
補
正
予
算

問
保
会
計
品
業
勘
定
で
は
、
間
保
加

入
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
保
険
給
付
主

ど
二
千
四
百
=
平
七
万

一
千
円
が
峨
制

さ
れ
子
幼
総
額
は
七
億

h
百
万
三一
千
円

に
、
国
保
ム
F汁
施
話
既
製
ιで
は
病
院
事

業
収
益
で
五
千
九
百
二
万
九
千
円
が
追

加
さ
れ
、
収
益
的
収
入
総
訊
は
七
億
三

千
二
百
七
十
八
万
円
に
‘
支
出
で
は
、

材
料
山
口
な
ど
六
千
三
十
万
円
が
追
加
さ

れ
収
説
的
支
出
総
額
は
七
位
ニ
千
二
+

三
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
pu。

資
本
的
収
入
で
は
繰
入
金
な
ど
が
一

千
百
八
十
二
万
六
千
円
が
見
込
ま
れ
七

億
二
千
五
百
八
十
八
万
四
千
円
に
、
支

出
で
は
病
院
改
築
事
業
貸
主
ど
二
千
五

百
二
十
七
万
四
千
円
が
追
加
さ
れ
合
本

的
支
出
総
級
で
九
億
三
千
七
百
七
十

一

方
向
に
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
で
は
建
設
費
に
百
二

十
三
万
四
千
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総
繍

は
一
偲
三
千
三
百
二
十
一
万
六
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

残
さ
れ
4
r
I
戦
後

~t 

方

事頁

土

戦
後
す
で
に
三
十
五
年
、
日
ソ
両
固

め
国
交
が
回
復
さ
れ
て
か
ら
二
十
四
年

に
主

q
ま
す
。
わ
た
〈
し
た
ち
は
平
和

な
詐
ら
し
の
中
で
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
勿
戦
後
u

は
ま
だ
終
っ

た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
。
開
制
さ
れ
た
戦

後
。
そ
れ
が
北
方
領
土
で
す
。

北
海
道
的
椴
室
神
に
つ
ら
な
る
北
方

思
砧
は
、
い
ま
だ
に
ソ
述
に
不
法
に
占

拠
さ
れ
た
ま
ま
返
還
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
の
父
祖
が
四
百
年
も
の

昔
か
ら
、
汗
水
流
し
て
開
拓
し
、
い
ま

だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
的
支
配
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
わ
が
国
固
有
の
領
土
を

一
日
も
阜
く
こ
の
足
で
し
っ
か
り
踏
み

た
い
も
の
で
す
。

返
せ
、
北
方
領
土
北
方
領
土
町

祖
面
復
帰
に
、
あ
な
た
の
カ
と
声
を
。

北方領土返還要求運動

¢ζζ二〉

=コ

特

別

臓

の

給

料

議
員
報
酬
な
ど
ア
ッ
プ

〈
〉
特
別
職
の
給
料
額
、
報
酬
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
車
警
町
答
申
に
よ
り

〈
運
転
す
る
皆
さ
ん
へ

〉

。
ゆ
と
り
の
あ
る
迎
行
計
闘
を
た
て
、

特
に
休
怨
時
間
は
‘
運
転
す
る
時
間
内

最
低
す
は
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
決
め
ら
れ
た
速
皮
肉
範
囲
内
で
あ
っ

て
も
、
道
路
状
況
や
天
候
視
界
な
ど

を
考
、
え
て
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
励
行

し
ま
し
ょ
う
。

。
無
理
な
追
越
し
ゃ
中
央
制
を
は
み
出

し
て
の
辺
転
は
‘
重
大
事
故
向
原
因
と

主
り
ま
す
。

安
全
蓮
転
を
十
分
確
か
め
て
、

り
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
‘
フ
。

@

ン
ト
ベ
ル
ト
を
活
用
す
る
と
正
し

い
姿
勢
で
運
転
操
作
が
で
き
る
の
で
、

疲
れ
が
少
な
〈
事
故
の
際
的
保
護
効
果

も
商
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
乗
車
に
も
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
活
用
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

@
過
般
職
運
転
の
防
止

企
業
体
.
事
業
所
で
は
、
運
転
者
教
育

の
充
実
、
適
正
運
存
ダ
イ
ヤ
の
設
定
、

車
輔
の
点
検
整
備
と
積
載
量
的
縫
認
、

長
距
離
鮒
送
の
場
合
的
運
転
管
理
一体
制

を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
は
、
主

婦
が
中
心
と
な
っ
て
食
事
な
ど
栄
養
に

十
分
配
慮
す
る
よ
一
つ
に
し
ま
し
ょ
、
主

結
み
過
ぎ
・
飛
ば
し
過
ぎ
は
や
め
よ
う

ー
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
事
故
防
止
)

変通安
秋
同
行
楽
、
脱
繁
期
、

土
木
工
事
的
完
成
追
い

込
み
な
ど
、
自
動
車
輸

送
の
繁
忙
期
を
迎
え
て

交
通
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
こ
の
時
期
は
、
無
理

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
ス
ピ
ド

の
出
し
過
ぎ
や
械
み
過
ぎ
が
原
因
の
、

繁
忙
期
特
有
向
交
通
山
中
山
政
が
起
き
て

い
ま
す
。
車
を
巡
転
す
る
人
は
、
も

ち
ろ
ん
、
職
場
や
家
族
ぐ
る
み
で
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
、

1

ゆ
と
り

轍鱗轍鱗議鞍

10月22日から展開された、輸送繁忙期の交通安全特別

運動実施前向10月15目、今金ライオンズクラブ (会長

高僑五郎氏)の方々が役場前向国道で道ゆく卑を止め

ドライパ は、パ， 7に入った心暖まる牛乳を手渡

てドライパーに牛乳をサービスし注意を呼びかけまし

秋の:Q:通安全運動ー

され大菩びでした。

ヨv、

~。

( 3 ) 
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21研
修
事
業
今
巳
参
加
巳
予定
x

道
内
向
背
年
、
婦
人
を
対
象
に
北
方
行
な
い
、
い
よ
い
よ
八
月
土
ハ
目
、
歪
古

圏
諸
国
内
産
業
文
化

・
生
活
状
況
を
と
期
待
が
入
り
交
じ
る
中
、
午
前
十
時

視
察
し
て
国
際
的
感
党
を
養
い
交
流
を

J
A
L
O
O六
便
に
て
日
本
を
出
発
し

深
め
、
も
っ
と
盟
か
な
郷
土
社
会
的
実
ま
し
た
。
飛
行
機
に
乗
る
事
約
十
二
時

現
に
寄
与
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
第
七
間
よ
う
や
く
ケ
ネ
デ

4
国
際
空
港
に
到

回

目

的

研

修

事

考

着

。

生

ま

れ

て

始

め

て

踏

み

し

め

た

ア

ニ
何
事
業
に
今
金
町
か
ら
参
加
し
た
メ
リ
カ
の
土
に
な
ん
と
も
言
え
主
い
感

阪
井
形
こ
さ
ん
(
八
束
)
が
多
〈
の
研
激
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

修
成
果
を
お
土
産
に
無
蕊
舟
っ
て
き
ま
ア
メ
リ
カ
、
力
ナ
ダ
で
の
二
十
五
日

し

た

。

間

と

い

う

短

い

期

間

で

は

あ

り
ま
し
た

道
内
か
ら
約
二
百
六
十
人
余
の
背
年
、
が
、
生
活
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ア
メ

姉
人
が
ジ
エ

y
ト
機
で
八
月
十
六
日
日
リ
カ
と
い
う
国
は
多
民
松
国
家
で
様
々

本
を
離
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
と
こ
な
人
種
が
集
ま
可
生
事
を
し
て
わ
骨
、
そ

十
五
日
間
、
現
地
酪
農
家
で
の
民
宿
、
雄
ん
な
中
に
私
は
は
じ
め
て
人
糧
法
別
と

大
な
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
沌
.
カ
ナ
デ
イ
ア
い
う
も
の
を
こ
の
目
で
見
た
の
で
す
。

ン
ロ
y
キ
l
、
氷
河
の
見
学
な
ど
生
涯
あ
る
庖
で
買
物
を
し
、
レ
ジ
で
お
金
を

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
を
し
て
払
お
う
と
し
た
時
、
よ
く
見
る
と
レ
ジ

き

た

よ

う

で

す

.

に

並

ぶ

人

々

が

黒

人

と

白

人

に

完

全

に

す
〈
い
と
っ
た
断
片
の
い
く
つ
か
を
別
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
も
結
局

報

告

し

ま

す

。

白

人

の

方

に

並

ん

だ

の

で

す

が

、

私

的

研

修

を

終

え

て

心
的
中
に
も
外
国
で
は
、
日
本
人
が
ど

八
束

阪

井

彰

仁

ん
主
目
で
見
ら
れ
る
の
か
心
配
で
も
あ

こ
の
度
、
第
七
回
北
海
v梨
H
年
婦
人
っ
た
の
で
、
複
雑
な
気
持
で
庖
を
出
ま

海
外
研
修
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
し
た
。
さ
ら
に
、
住
宅
地
な
ど
で
は
、

き
ま
し

た

。

一

人

で

も

黒

人

が

入

っ

て

く

る

と

そ

こ

こ
の
研
修
の
趣
旨
は
本
道
と
気
候
、
の
土
地
や
家
は
一
段
と
値
段
が
下
が
っ

風
土
の
類
似
し
た
北
方
岡
商
図
的
産
業
て
し
ま
も
っ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

生
活
、
文
化
、
社
会
参
加
状
況
を
視
察
ま
た
、
新
し
い
も
の
と
古
い
も
の
が

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
入
り
交
じ
つ
な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る

園
内
に
お
い
て
四
回
の
事
前
研
修

を

と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
e

ニ
ュ
ー
ョ
!

住

所

移

転

や

も
れ
て
い
た
ら

来
年
四
月
、
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
さ
ん
を
十
月

一
日
現
在
で
調
査
し

ま
し
た
。

こ
の
名
簿
は
、

入
学
す
る
，
干
校
別
に

な
っ
て
い
ま
す
が
‘
住
所
が
変
っ
た
人

や
名
簿
に
も
れ
て
い
る
人
は
、
す
ぐ
教

育
委
員
会
(
屯
日
訪
問
-
ぢ

一
一
一

内
線

十
三
番
)
に
こ
辿
絡
く
だ
苦
い
。

な
お
、
来
年
入
学
さ
れ
争
チ
ど
も
さ

ん
は
、

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。

マ
英
利
河
小
学
校

遠
藤
点
、

西
伝
子
、
山
内
圭
二
、
丸

山
大
祐

マ
花
石
小
学
校

遠
藤
真
澄
、
花
井
実
生
、
伊
藤
友
子

マ
中
里
小
学
枝

伊
藤
利
哲
、
船
山
臼
広
光
佐
々
木
良

二
、
菅
原
有
美

マ
種
川
小
学
校

原
口
美
省
、
平
釘
智
品
、
村
上
智
秋

千
代
谷
功
・
梅
木
弥
、
鎌
則
美
紀
、

早
坂
聡
伊
聡
消
容
、
合
A
佐
和
美

加
藤
剛
、
吉
田
学
.
藤
合
推
人

マ
八
東
小
学
校

田
畑
祐
子
、
足
利
光
俊
、
中
野
智
己

近
藤
浩
幸
、
白
戸
成
仁
、
麓
昭
宏
、

渡
部
彩
、
佐
々
木
祐
二
、
大
竹
術
、

+F3桂
子
、
渡
部
愛

‘
 

ク
の
よ
う
に
最
新
の
高
層
ビ
ル
が
立
っ

て
い
る
と
思
え
ば
、
紙
周
が
舞
う
古
び

た
う
す
ぎ
た
な
い
ピ
ル
街
、
芝
生
が
ジ

ュ
l
タ
ン
の
よ
う
に
敷
き
つ
め
ら
れ
白

く
塗
ら
れ
た
家
、
道
に
ゴ
ミ
が
う
ず
巻

く
ド
ヤ
街
な
ど
、
上
流
階
級
と
下
流
階

級
が
完
全
に
分
札
た
国
で
す
。

人
口
、
国
土
而
械
が
多
い
が
故
に
、
こ

の
よ
う
主
二
重
構
造
的
社
釜
が
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
?

ま
た
、
物
質
的
価
値
感
が
日
本
と
は

大
部
白
川
ザ
ヲ
感
が
し
ま
す
。
例
え
ば
、
車

に
つ
い
て
言
え
ば
、
オ
ン
ポ
ロ
の
車
が

平
然
と
道
路
を
行
き
か
い
通
勤
、
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
人
間
的
足
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
完
全
に
道
具
と
い
っ
た
感
じ
で

す
。
さ
ら
に
雰
具
一
ゃ
装
飾
品
な
ど
も
た

い
へ
ん
質
紫
で
居
間
に
は
、
ジ
ュ
ー
タ

ン
を
敷
き
、
テ
レ
ビ
、
長
椅
子
、
世
に

は
絵
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い

る
程
度
で
す
。

す
ぐ
連
絡
を

マ
金
原
小
学
校

伊
藤
三
津
志
、
佐
々
木
百
合
子
、
水

野
朋
弘
、
水
野
裕
美
、
工
藤
裕
之
‘

小
凶
品
宏
樹
、
佐
品
岬
抗
弘

守
豊
国
小
学
校

内
ヶ

n同
党
良
、
白
井
里
江
、
山
本
理

犬
塚
宏
文
、
南
川
栄
一

合
令

マ
神
丘
小
学
校

河
田
十
一日阿
倍
、
河
町
中
川
、
凶
中
は
る

み
、

細
川
明
代
・
中
尾
智
和
、
吉
本

砂
織
、
石
川
瓦
都
美
、
湯
一
耳
邦
吉
、

白
岩
さ
や
め

守
今
金
小
学
校

天
沼
利
也
、
鈴
木
剛
、
木
俣
ひ
と
み

奥
田
多
紀
、
佐
藤
最
語
、
佐
藤
智
紀

工
藤
儲
美
子
、
大
久
保
宰
史
.
岡
本

昭
洋
、
内
ヶ
山
香
織
、
岩
沢
臼
之
、

池
凶
美
保
、
秋
閏
美
幸
、
樋
口
学
、

子
供
部
屋
な
ど
は
、
使
い
古
さ
れ
た
べ

y
ド
と
小
さ
な
机
、
新
し
い
物
は
自
に

つ
か
ず
小
さ
い
頃
か
ら
物
を
大
切
に
す

る
習
慣
を
付
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
研
修
に
お
い
て
三
家
庭
、

計
十
泊
の
民
泊
が
一
人
主
い
し
二
人
に

別
れ
た
を
伯
で

L
f
z

私
が
泊
っ
た
と
こ
ろ
は
酪
農
家
、
新

聞
記
者
、
航
空
会
社
に
勤
め
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
職
業
が
多
利
多
段
で
、
第
一

回
目
的
民
泊
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
阜

で
約
一
時
附
マ
ウ
ン
ト
・

7
レ
メ
ン
ツ

に
働
く
新
聞
記
者
向
塞
庭
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
民
泊
で
も

あ
り
、
全
貝
緊
張
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
引
き
取
ち
れ
る
時
な
ど
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
わ
ず
か
三
田
川
町

滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
主
人
が
動

的
る
新
聞
社
や
町
内
お
祭
へ
見
学
に
連

れ
て
い
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
と
な
り

内
老
夫
婦
や
友
人
的
方
々
と
い

っ
し
ょ

に
日
本
柄
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
日
本
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
感
無
益
で

し
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
酪
農

家
内
家
庭
に
も
泊
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
私
の
泊
っ
た
と
こ
る
は
、
ア
メ
リ

カ
に
し
て
は
、

小
さ
い
方
の
郎
農
家
で

あ
っ
た
機
で
す
。

乳
牛
が
八
十
五
頭
ば
か
り
お
り
牛
舎

を
案
内
し
て
も
ら
い
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
九
私
的
家
b
酪
良
家
で
あ

る
こ
と
を
町
閉
し
た
ら
そ
の
規
模
と
か
や

り
方
を
た
ず
ね
ら
れ
‘
辞
典
を
も
ち
な

が
ら
片
言
内
草
盆
闘
で
説
明
を
す
る
私
的

平
原
達
也
、
畑
将
昭
.
柳
沢
恭
子
、

山
田
雅
也
、
森
川
香
里
、
村
上
仁
士

水
野
剛
、
出
版
静
雄
、
日
橋
武
之
、

川
村
泰
久
、
大
竹
税
範
天
井
奈
緒

美
、
卓
紫
織
、
鈴
木
僚
、

桜
井
主
、

荒
木
雅
人
、
岩
橋
邦
官
、
橘
や
よ
r

い

日
H
叫
朋
子
、
町
田
麻
紀
子
、
関
口
真

美
、

佐
々
木
部
、
久
保
瓦
弘
、
菊
地

博
、
伊
藤
広
美
・
天
沼
慾
幸
、
長
崎

大
側
、
架
城
勝
袋
、
河
野
知
之
、
伊

庭
野
里
美
、
安
一
遥
は
る
み
、
由
服
品
克

吉
、
田
地
原
忍
治
、
柏
田
こ
ず
え

田

下
尚
宏
、
鈴
木
由
輩
、
下
山
圭
芋
、

坂
本
あ
か
ね
、
坂
井
光
代
、
斎
藤
町

央
、
摘
原
麻
美
、

林
知
美
、
畑
山
美

保
、
中
川
秀
敏
、

中
村
こ
ず
、
之
、
渡

部
智
、
八
重
回
世
故
江
、
森
春
美
、
室

岩
刷
、
工
藤
洋
平
、
大
山
玲
子
、
池

田
英
香
、
引
川
崎
友
y
T
、
佐
雌
純
、
川

印
刷
紀
、
伊
庭
野
修
二
、
佐
々
木
猛

志
、
小
林
夏
希
、

藤
川
雅
人
、
西
雪

聡
美
、
小
池
伎
、

A24弥
生
、
松
川

他
、
紫
悶
綾
子
、
坂
本
晃

一
、
五
十

胤
附
チ
、
佐
々
木
あ
け
み
久
保
問

美
由
樹
、
菊
地
位
司
、
古
谷
哲
男
、

藤
倉
順

一
、
平
原
公
之
、
平
野
公
霊

滝
沢

一
利
、
日
締
芳
明
、
瀬
川
路
江

吉
田
淳

一
、
湯
浅
智
英
、
水
口
さ
お

り
、
小
原
真
樹
J
T
、
川
崎
大
、
町
岡

市

1
h叫
/
T
、
中
川
政
昭
、

長
谷
川
克
仁

村
井
佳
奈
子
、
吉
村
美
保
、
末
藤
麻

美
子
.
寺
田
美
紀
、
人
見
真
由
美、

山
口
智
菜
、
川
辺
藤
元
行
、
須
藤
小
春

平
原
大
輔
、
P
M
北
恋
.
森
川
真
己

言
葉
に
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
話
し
あ
い

い引

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
民
泊
も
終
り
塞
庭

的
方
々
と
別
れ
る
時
は
‘
前
と
は
う
っ

て
変
わ
り
全
員
満
足
顔
で
所
定
の
場
所

に
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
家
族

何
人
と
抱
き
あ
っ
て
泣
き
出
す
人
も
出

る
始
末

こ
の
よ
う
に
十
日
間
町
民
宿
で
は
あ

り
ま
し
た
が
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
家

庭
生
活
の
一
部
で
も
体
験
で
き
た
こ
と

は
、
今
囲
内
研
修
内
も
っ
と
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
日
本
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
い

わ
ゆ
る
マ
ス
コ
ミ
か
ら
描
い
て
い
た
も

の
と
実
際
こ
の
目
で
見
た
も
の
の
聞
に

大
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
研
修
ル
』
過

し
て
感
じ
ま
し
十
、

あ
の
雄
大
な
ナ
イ
ア
カ
ら
の
沌
、
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
y
キ
ー
の
氷
河
、広
大
企

土
地
に
果
て
し
な
く
続
く
道
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
本
当
に
感
概
謀
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
一

人
で
も
多
く
の
背
牟
が
こ
の
よ
う
な
研

修
に
長
茄
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
に
際

し
ま
し
て
は
、
町
、
並
び
に
品
蘭
係
機

関
に
は
大
変
お
世
話
に
主
り
ま
し
九

こ
町
紙
而
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

納
期
に
納
め
よ
う

国
民
健
康
保
険
税
《
五
期
》

ト
一
一
月
.

一
日
ま
で

税
を
知
る
週
間

税
金
に
は
.

一
定
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
納
税
者
向
皆
さ
ん
に

有
利
に
な
る
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

た
と
え
ば
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し

た
と
き
、
火
災
や
風
水
害
、
民
災
な
ど

の
災
在
に
あ
っ
た
と
き
、
多
傾
向
医
療

貨
を
支
払
っ
た
と
き
主
ど
に
は
‘

一
定

的
手
続
き
を
す
れ
は
税
金
が
戻
っ
て
き

た
り
、
軽
減
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
迎
附
」
で
す
。

こ
の
迎
附
は
、
税
の
仕
組
み
ゃ
、
税

金
が
ど
の
よ
う
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る

か
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
.

正
し
い
税
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
草
す
。

税
金
の
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
リ
ま
し
た
ら
、

税
務
岩
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(5 J 
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今
金
町
商
工

、
っ

会
の
創
立
二
十

祝

周
年
記
念
式
典

ふ

伊

』

し

つ
が
十
月
八
日
町

無

二

セ

ン

タ

で

藷

則

町

内
外
円
未
到

」

ny

会

μら
約
百
二

盟

十
人
が
出
席
し

山
恥

て
行
わ
れ
ま
し

省

畑

た

。

今
金
町
商
工
会
は
大
正
三
寧
町
内
陥
工

M
H

政

事

ん

，

r
せ
↑

トレ

)

2

滑

っ

お

出

rk

川リ，

町

(

水

也

の

お

叫

作

山内
M
L
一
山
口
一
川
口
一

九

女

ち

一

い

萌

y

一

一i
f

民

)

パ

て

一

3
ナ

h
u

の

か

ニ

“H

」り

つ
あ

ス

-

U
U

ん
り
ユ
中
し
い
な
中
町

叫遣

さ
え
ス
訓
か
棉
s
u

拠
品

が
d

夫
(
)
ミ
特
円
い
と
事
日
い

ト山

万
来
月
町
今
次
い
れ
辺
町
き

tnT

山

虫

ケ

米

H
し
は
け
り
ん
だ
-

w

枇
位

4

ボ
で
少

ιだ
き

く

業
者
向
税
際
会
と
し
て
発
厄
し
た
間
業

組
合
が
前
身
で
、
戦
後
、

二
十
六
年
に

は
任
意
団
体
的
商
工
会
を
設
立
、

二一
十

五
年
内
法
制
化
で
現
在
の
組
織
と
な
り

ま
し
た
。
以
米
‘
藤
業
会
館
内
建
設
を

は
じ
め
、
商
高
術
診
断
、
町
産
業
ま
つ

り
の
推
進
商
工
会
従
業
員
住
宅
団
地

泣
成
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。記

4
支
孔
に
は
町
長
、
議
長
、
道
商
述

楠
山
支
部
代
表
、
り
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
「
二
十
周
年
を
迎
え
た
今
後
は
、

子
怨
さ
れ
る
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
処

し
得
る
商
工
会
と
し
て
体
制
を
更
に
強

化
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
て
日
進
に
二
h
の
町

布
地
を
借
り
受
け
て
、
卜
ド
マ

y
や

bm

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
百
六
十
人
が

健
脚
を
競
う

交
通
安
全
町
民
マ
ラ
ソ
ン

町
体
育
協
会
主
催
、
町
交
通
安
全
推

は早めに

国民館康保険に加入 Lている人

が、社会保険、日府保険、その他

的保険に加入 Lたときは、ただち

に切惇手続きをしてください。国

民蝕成保険は他的保険に加入 Lた

場合、加入 Lた自の盟日から資格

がなくなります。病院で診療する

とき手続が遅れますと資格襲先後

円受診となり、医抑貨をi旦越して

もらうことになります町てー早めに

すませてください.

図書記ーだより・新同案内.

【 般図書}

砂 日本の歴史 9' 10= L1'J偽正

夫他砂抗生活的知luil'(育科=主

婦の友社砂立たちの家」ニ・下

=平岩弓枝惨:l¥誌の鵬上下
=南候範夫砂JJ;t生花の森町ロj

=赤江操砂此企の海=谷恒生

砂MJ.!:-せず=)L山健二 砂"t梅
J且丈佐全集 9=古旧 1-問雄砂

日本 I\~，1ti)c成¥1=1問敬百 砂空

洞』己主=森村誠一修司1')'と剖i
m下=司r司法太郎惨禍のなぃ

111 1-6 =住~I すゑ 砂 入 IBJの

土地 2' 2 =古田 1 ・凹!l' ~古
川英泊全m3=古川英治砂太
陥弘山=森村誠一 砂地山三郎

全集 8=城山三郎 砂世界動物
文字全集(23)

[児童図書〕

砂世界野生動物(全22:&)=山
野伸二訳他20名惨飼u、かた図

鑑(1 ' 2・3)=矢川稔砂大 H

本ジュニア-r';tクス(金12巻)
砂PHP，し、の児宜，!}(会38在)

図書の寄贈ありガとう

山寺利男さん(本町)から一
般図性、人は人材外 81階、児

意図性、すばらしい科ヰの世界
界外 6冊。

太志立さん(八時町)か句 火

室内人件 1 9ß~ を町民センタ←

図性室へ博則さ札まし た。
感謝申し上げます.

( 6 ) 

盟塁主乙笠

大
ぷ〉、
Z三

委
後
般
の
第
十
七
回
交
埴
汝
金
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
十
月
四
H
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
約
凶
百
六
十
人
的
選
手
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、
町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
し
問
迅
二
七
七
号
線
を
折
り
返
す

一

九
か
ら
六
~
の
コ
ー
ス
に
他
脚
を
競
い

沿
道
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
戚
ん
な
芦
按

を
浴
び
て
み
ん
な
元
気
に
完
走
し
ま
し

た
。
成
円
相
は
次
の
と
お
り
。

-v
一
九
〔
小
一

・
剛
山
〕
①
加
必
樹
(今
小
)

②
山
崎
相
也

(今
小
)
③
涼
村
忍

(金

原
小
)
〔
小

一
女
〕
①
河
村
問
(
今

小
)
②
悩
地
純

F
(今
小
)
③
佐
々
木
惚

美
子
(
今
小
)
〔
小
二
男
〕

@
州
村
功

(極
小
)
②
藤
介
雄
一
(
税
小
)
③
新

川
寿
幸

(
今
小
)
〔
小
二
女
〕
①
本
間

岐
阜
(
八
点
小
)
②
佐
磁
典
子
(純
小
)

③
郷
司
弥
幸

(
Ar
小
)
V
一
て
〔
小
三

山
内
〕
①
吉
村
教
史
(
今
小
)
②
新
家
戊

(極
小
)
③
内
藤
英
之
(
今
小
)
〔
小

三
女
〕
①
P
山
防
干
(
今
小
)
高
温
良

順
子
(
今
小
)
①
語
木
麻
衣
子
(
民
小
)

〔
小
凶
男
〕
①
森
山
英
樹
(
今
小
)
②

安
達
祐
宏
(
今
小
)
何
百
石
井
健
治

(今

進なお、この千就きとともに病院

へ加入した保険の保険紅を提示 し

てく丈ゴさい.

圃11月の休日当番医

2日 北榊山町田保病院ft@5321

3日瀬棚町楢崎医院E④3022

9日北楠山町平医院E④ 5321

16日今金町日田医院ft@0324

23日 北楠山町「回保踊院宮④5321

24日 今金町l亙保荊院E②0221

30日 今金町岩 IBJ医院宮②0057

祉について、規1/1)町一部が改正さ

れ、本年叩月以附従来円形式のも

のに加えて新たな形式的証紙を追

加して発行することになりましfよる

従来的五E紙は、今同新しく lfl加
発行される証紙と同僚にこれから

もちょヲ付使用することができま

すが、これを返越して現金の泣付

を受けたり 、他的証紙と交換Lた

りすることはできませんのでζ 注

意〈ださい。

.お買物の目やすに地犠食品a柾

マークを

納豆、豆腐、こんにゃ Jなどは

恥たち町食生活になじみの深い食

品です。 iuでは、このようを地域

で製iii.販売さ札ている宜旧『につ

いて、 品質的胤絡化、 表示町適正

化を図り、 υm者のみなさんの企

1:11ニホ61;ヵ、なもグ)"を去ゴとと，-，ナ L

ょうとする「地域此 ID'~ ;!2JiE制度」
を設け.その持及につとめており

ます.この制度内対製品目は、

納豆、掲げかまぼこ航、こんに

や〈、ゆでかま 1;1'こ如、 ;/f.しかま

ぼこ矧豆腐、焼Ij(きかまぼこ "1

irh揚げなどとなっています。

このような食品について、製造

施B世、 f~tì 地E世、凪・ 材料の品質問己
分、使用添加物、表示内方法など

に一定的地単を定的製造官業者向

巾仰によ って 、占~i仰に適合L た工

場町製lfJzに JAS?ークに代わる

官主ひろばロロ地地内できごと‘
f 

せ 口「
一一-尾『

rilZ証?ークJ が付けられます.

また、同時に J~{材料、製造年月

日、内谷fJなど消費者のみなさん

が見えやすいように、 ーか所にま

とめて表示する「ー抗表示J をす

ることになっております。

この制度についてのお1J.lJ~‘合わ
せは、楠山支庁総務川辺氏生活係

へおよせくださし、

園国民健康保険からの切替手続き

-今金で職難訓糟所を聞股Lます

町では江差職業訓練校及び函館

職安の協力を得て』例年 1月上旬か

ら3月下旬までの 3hJ'J附「短j闘

機動訓糊J を失地Lます。ニ円訓

練には央業給付金を支持しますの

で、特別'豆給資枯.r，- (50日 時金

町人)にあっては特例 時金の支

持を'立ける iiilに受崎町'11込みをし

てくださいーその他、特典と Lて

受講子当、 i函所手当などの立給等

もあります。訓練科目挫築製図科

で募集人uは20人です。受揖受付

は12rJ¥0 FIまて"役場商工観光課へ

1/-1 LtlJて〈ださル、。

・ 新 LL'北海道収入証紙の追加発

1T 

辺、または、道的出先機l地に拠

出する申aWi!!=.開，!F等にちょう付

して‘使用料または、手数料を納

入することができる北海道収入JiE

小
)〔
小
川
女
}
①
木
山
初
穂
(
今
小
)

②
亀
谷
官
長
(
今
小
)
③
武
酔
忍
(
今

小
)
(
小
五
立
)
①
吉
村
さ
お
り
(
今

小
)
②
一鈴
木
美
江
(
花
小
)
③
帆
口
さ

っ
き
(
神
小
)
〔
小
六
立
〕
①
波
部
氏

チ

(今
小
)
②
下
山
九
小
結
柴
(
今
小
)

③
大
一
叫
麻
里
子
(
A
Y
小
)
〔
中
一
女
〕

八
木
文
子
(
今
中
)
②
森
山
美
樹
(
今

中
)
③
竹
内
恵
美
(
今
中
)
〔
中
二
女
〕

小
山
美
都
市
】

(今
中
)
②
自
由
美
子

(今
中
)
③
山
崎
秀一
美

〔中
コ
安
〕
①

画
感
謝
し
ま
す
薗

・
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
子

託
払
出

マ
盟
国
老
人
ク
ラ
ブ
(
代
表
地
元
吉
雄

さ
ん
)
か
ら
ポ
テ
ト
チ
y
プ
ス
二
十
袋

易
担
寿
国
へ

マ
大
介
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

光
向
車
学
問
、
小
百
A
H
m
体
育
凶
へ
各
六

千
円

角
川
美
也
子
(
今
中
)
南
諸
国
忠
(
今

中
)
③
佐
々
木
其
祐
尖
(
今
中
)
〔

一

般
女
)
①
松
永
礼
子
(
光
の
里
)
②
早

谷
由
美
子

(同
)
@
出
倉
市
町
子
(
同
)

〔五
十

一
歳
以
上
)
①
山
崎
昭
利

(神
)

-zニ
~
{
小
五
男
〕
①
山
崎
英
人
(
今

小
)
②
佐
人
脇
市
中
経
(
M
m
小
)
③
米
回
初

一
(
今
小
)
〔
小
六
男
〕
①
白
山
祐

一

(今
小
)
②
本
間
崇

(八
小
)
③
工
藤

栄
太
(
今
小
)
V
凶
~
〔
中

一
男
〕
①

佐
藤
正
人
(
今
中
)
②
山
田
去
幸

(今

中
)
③
土
鹿
取
彦

(今
中
)〔
中
一一列〕

①
亙
川
真
(
今
中
)
②
藤
村
博
(今
中
)

③
百
谷
朋
弥

(中
=
百
円
〕
①
大
塚
勝
哉

(今
中
)
②
佐
藤

一
夫
(
今
中
)
③
佐

々
木
進
(
今
中
)
〔
お
歳
1
G歳
〕
①

水
野
信
義
(
今
)
②
綱
削
征
夫
(
今
)

③
佐
藤
勲
(
光
町
皐
)
〔
日
日
成

i
m歳〕

①
金
沢
十
吉

(光
の
里
)
V
四
九
(
お

歳
S
M歳〕

φ一
日
橋
正
人
(
光
向
車
)

②
鈴
木
秀
吉
(
同
)
③
境
回
実
(
同
)

V
七
~
〔
町
校
l
M歳
〕
①
…
+
佐
美
弘

光

(
今
)
②
鈴
木
敦
夫
(
金
原
)
③
元

村
祐
士

(極
)

マ
平
井
箆
仙
さ
ん
{
大
和
町
)
か
ら
五

千
二
百
円
を
盟
奔
凶
へ

マ
誕
向
勝
四
郎
さ
ん
(
日
進
)
か
ら
満

百
放
を
記
念
し
て
五
万
円
を
今
金
町
老

人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
へ

マ
日
下
好
雄
さ
ん

(御
彬
)
か
ら
亡
母

が
お
世
話
に
な
っ
た
謝
礼
と
し
て
五
万

円
を
立
舟
闘
へ

-
1

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

E園

全
身
運
動
な
ど
で

血
行
を
よ
く
し
よ
う

薗
手
足
が
冷
え
て
夜

寝
つ
か
れ
な
い
な
ど

冷
え
症
も
こ
う
じ
て

く
る
と
つ
ら
い
も
の

で
す
.
冷
、
え
症
を
治

す
に
は
、
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。

V
冷
え
症
の
原
因

冷
ヰ
症
内
原
因
は
自
律
神
経
失
闘
の

場
合
が
多
く
、
よ
く
川
こ
り
な
ど
を
と

も
な
い
ま
す
。
自
作
神
経
は
呼
吸
、
循
環
、

消
化
、
吸
収
、
体
温
な
ど
を
司
ど
る
神
経

系
で
、
寒
岐
に
応
じ
て
血
液
の
流
れ
を

削
節
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
.
変
調

を
き
た
す
と
血
液
の
術
部
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
く
な
り
、
冷
之
壬ψ

-vv冷
え
の
処
方
せ
ん

血
行
を
よ
く
す
る
に
は
全
身
辺
動
、

入
浴
な
ど
で
仰
血
の
め
寸
り
々
を
よ
く

什
る
の
が
良
い
方
法
で
す
。
章
、
針
、

灸
、
乾
布
ま
さ
つ
も
治
療
効
採
が
あ
り

ま
す
。
偏
食
は
然
物
。
禽
み
は
質
・誌
と

も
不
足
な
く
と
り
、
貧
山
地
気
味
の
人
は
、

と
く
に
タ
ン
パ
ク
質
‘鉄
分
、カ
ル
シ
ウ

ム
・
ビ
タ
ミ
ン
の
妓
取
に
気
手
配
り
ま
し

ょ、
7
.
就
寝
前
に
少
量
の
お
酒
、
薬
用
酒

を
飲
む
の
も
冷
え
を
や
わ
ら
げ
ま
す
.

V
日
常
の
予
防
は

腰
や
手
足
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

心

が
け

dJテ
の
部
泊
u

な
ど
は
避
け
て
、

下
活
を
き
ち
ん
と
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
日
中
座
っ
て
仕
事
を
す
る
人
は
、
時

々
立
っ
て
全
封
を
軽
〈
動
か
し
、
胤
械

を
促
し
ま
す
。
日
光
浴
や
乾
布
ま
さ
つ

に
よ
る
皮
膚
の
鍛
錬
も
大
切
で
す
。
前

記
の
子
防
法
の
ほ
か
‘
婦
人
科
医
に
診

て
も
句
い
医
仰
の
指
示
に
従
う
よ
う
。

(7) 



-
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
交
流

第

一
回
?
?
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
交
流
会

~
が
九
月
二
十
八
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
今
金
町
、
北
柏
山
町
内
婦

人
7
ル
!
プ
が
、
コ
ン
ク
ル
で
な
く

日
ご
ろ
の
純
慣
の
成
川
市
を
披
時
す
る
と

同
時
に
交
流
す
る
の
が
ね
ら
い
と
し
て

今
回
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

発
表
は
汁
羽
小
、
中
学
校
P
T
A
コ

一
ー
ラ
ス
の

「
い
ず
み
の
ほ
と
り
L

を
ト

一
y
プ
に
北
楠
山
町
せ
せ
ら
ぎ
コ
ー
ラ
ス

の

「竹
凹
の
イ
守
歌
人
今
金
小
P
T

e
A
?
ミ
1
コ
ー
ラ
ス
の
「
お
お
ひ
ば
り
」

ま
で
得
志
向

レ
パ
l

l
リ
ー
を
鉱
区
、

一
会
場
い
っ
ぱ
い
に
女
声
合
唱
ら
し
い
ハ

ー
モ
ニ
を
特
か
せ
て
い
ま
し
た
。

トヒ%クス=広級 =

る

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
内
切
リ
排
て
に
つ
な
が
る
国
鉄
叫
処
法

集
に
反
対
し
よ
う
と
「
問
欽
地
方
交
岨
娘
一
存
続
給
山
地
反
大

会
」
が
九
月
二
十
四
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
柏
山
科
内

十
町
か
ら
町
議
会
、
各
産
業
同
体
、
婦
人
団
体
、
な
ど
二
百
人
余

が
参
加
し
ま
L
P、
全
U
が
「要
求
引
倣
L

内
は
ち
本
重
宝
ゲ
締
的

何
と
し
て
も
ロ
ー
カ
ル
献
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
高
見
を
述
べ

あ
い
、
山
阻
止
反
対
の
決
必
文
を
尚
均

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

J~竺竺型!竺i

桜
井
絵
美
里
W
々
(
総

長

立
)
H
の
山町

似

谷

拓

土

%
(
勉

話

内
)
上
令
原

内

城

山

%

(民
屯
民
M
円
)
市
栄
町

松
木
ゆ
か
り
%
(純
雄
一

一女
)
東

川

能
代
実
紀
前
門

(党
紀

二
女
)
市
長
町

出
血
児
修
平
%
(
修
二
長
男
)
火
、
界

村

瀬

点

人

%
(初
義

二
男
)
八
束

柏

原

消

花

%
(
法

長

女
)
八

束

背
木
教
之
匁

(秀
彦

一
一男
)
寒
川
刊

伊
政
公
彦
泌

(
知
長
引
)
大
和
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

熊

海

始

H
三
上
山
也
大
大
和
町
干

号
付
北
海
道
今
金
町
役
場

人 U 9.161 ( 5 ) 

ljJ 4.475 ( 6 ) 

v.: 4ぺ86(- 1 ) 

世帯 2.648 (ー7) 

(9ji制刷)
lUJ..: J，~本台帳

。
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

早

坂

暁

%

(

一
男
四
兇
)
稲

帯i~~

a 

一
回
観
客
を
圧
倒
す
る
歌
と
踊
り

民
峡
歌
持
団
わ
ら
ぴ
庖
公
泌
が

一

イ
月
十

一
日
夜
、
町
総
合
体
育
館
で

開
か
札
ま
し
た
。
七
百
五
十
人
の
観

客
は
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
民
族

色
政
か
な
歌
と
制
り
に
成
ん
主
拍
手

季
出
リ
ま
た
町
内
会

を

約

L

f

べ

( 8 1 

野
悶
勝
則
H
水
町
-
一二一
干

八

点

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す
欝

桝

国

民

前

九

九

l

歳

純

川

渡
辺
る
み
wn
八

ト

歳

伴

古

斎
藤
イ
マ
%
七
十
二
段
大
和
町

鈴

木

松

助

野

八

十

四

歳

鈴

凶

小
西
干
忠
子

%

五

十

一

歳

栄

町

制
田
ト
ミ
ノ
vm

八
卜

一
政

花

石

近品開
ト
キ
ヲ
%

八

J
六

成

八

鈴

円
谷
カ
ヤ
箔
七
十
九
抜
本
広
町

日
干
ち
さ
と
広
九
十
七
歳
極
川

小
林
長
平
犯

六」
l

四

段

樋

川

組
挺
/
企
咽
忠
広
報
係

代
②
D
I
l
l
寄


